
 ２０２４（令和６）年度大学院法学研究科博士課程後期課程入学試験・進学試験　出題の意図

【外国語】

問題
筆答試験では大学外に著作権がある外国語文献のみが使われますので、著作権法の規定により本サイトでは表示できません。ただし
教務グループにて閲覧することは可能です。

第１問　専攻分野にかかわらず、法学・政治学の研究を進めていく上で最低限求められるの英文読解能力、および正確な日本語で翻訳
する能力を問う問題である。そのため、語彙や文法などが平易で明快な文章（標準的な国際関係論の教科書からの抜粋）を題材とし
た。

第２問　比較的最近のアメリカの法学文献からの抜粋であり、出題箇所は任意規定の性質を説明し、具体例を示す箇所である。法学は
もちろん、政治学にとっても、研究を進める上で最低限必要なレベルの知識と英語読解力が求められ、わかりやすく精確な日本語に翻
訳する能力が問われる。
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